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古代出雲歴博・四季のだんだん俳句楽 

俳句をつくる 
 

 

   
３つのルール 

１．五七五   ５音・７音・５音のリズムでつくる。   

２．秋       秋の言葉（季語）を入れてつくる。  

３．歴･史･楽･遊･園･地 どれか１字を入れてください  

 

 

 

 

 

 

≪例≫ 秋の空 キャンバスにして 遊びをり          

１．「秋の空（５音）」「キャンバスにして（７音）」「遊びをり（５音）」 

２．「秋の空」…秋の季語 

３．「遊」の一字 

優秀な作品には、後日記念品をプレゼント！！ 

秋秋  
 

俳
句
記
入
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※ 

一
句
の
み
。
楷
書
で
丁
寧
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
頂
い
た
作
品
に
つ
い
て
、
博
物
館
内
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

  

氏
名
等
記
入
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※ 

後
日
、
優
秀
な
作
品
に
記
念
品
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
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氏
名

ふ
り
が
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都
道 

府
県 

秋の言葉 

秋 秋の昼 秋の暮 秋の夜 夜長 秋澄む 冷やか 身にしむ 秋晴 

肌寒し 秋
あき

麗
うらら

 秋深し 行く秋 秋のこゑ 秋の空 秋高し 秋の雲 

鰯
いわし

雲
ぐも

 月 名月 星月夜 天の川 流星 秋風 色なき風 台風  

野分 秋の雨 稲妻 霧 露 秋の山 山 粧
よそお

ふ 秋の野 花野  

秋の田 刈田 秋の水 秋の海 秋の川 運動会 夜学 新酒 新米

障子貼る 案山子
か か し

 鯊
はぜ

釣
つり

 鹿 猪 渡り鳥 雁 秋刀魚
さ ん ま

 赤
あか

蜻蛉
とんぼ

蟋蟀
こおろぎ

 飛蝗
ばった

 芙蓉
ふよう

 梨 柿 林檎 葡萄 栗 無花果
い ち じ く

 檸檬
れもん

 紅葉  

木の実 竹の春 芭蕉 コスモス 蔦 菊 南瓜 甘 藷
さつまいも

 稲 秋草

秋の七草 薄
すすき

 葛
くず

 桔梗
ききょう

 松茸  

秋の俳句の「挿入文字」－「歴」「史」「楽」「遊」「園」「地」－ 
秋の行楽シーズンです。出雲は、「神在月」でもあります。 

歳を重ねても、「遊園地」という言葉にはなんともいえないなつかし

くも楽しげな響きを感じます。対して、「博物館」というのはなんと

も固そうなイメージがあります。でもちょっと見方を変えれば、博物

館も“歴史を楽しむ遊園地”と言えなくもありません。ということで、

この秋の挿入文字は、「歴・史・楽・遊・園・地」としました。 


